
令和7年度
愛媛県ノーリフティングケア普及啓発事業

特別養護老人ホーム つわぶき荘

「事業所の理解」
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人口 7,640人

65歳以上の人口 3，824人

・高齢化率 50.05％ 県2位

（令和7年8月現在）

2
イントロダクション

高齢化率50％超：伊方町の現状と危機
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20１７年の課題：負の連鎖に陥っていた「旧来型」ケア現場

本題・ボディ

職員の40％が50歳以上。
腰痛退職 年間2～３名

移乗介助ができる人に負担集
中。人間関係の悪化。

育児・介護（ダブルケア）に対
応不可。離職を考える

終業後に「痛み」を感じ
る職員が70％超。
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転換点：限界を迎えていた「人力介護」
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本題・ボディ

リスクマネジメントによるPDCAサイクル
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組織改革への3つのステップ：トップダウンとボトムアップの融合

本題・ボディ

自分の組織の問題を
データやアンケートで
「可視化」する。

可視化された問題を、
役職を超えて真剣に
話し合う。

これからどうするか、
全員で進むべき道を
決定する。
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弱みを強みに変える：SWOT分析による戦略策定
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ノーリフティングケア

入 浴
入浴者数

入浴時間

職員配置

入浴環境

福祉用具

入浴記録
（排泄記録）
（皮膚状態）

愛媛県ノーリフティングケア普及啓発モデル事業所に選定
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ノーリフティングケア

意識の変化

チームケア

ケア方法の
変化

福祉用具

勤務時間

日常ケア
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ノーリフティングケア 日常ケア
環境改善
環境の見直し

福祉用具
管理

ちょっとした
負担軽減

体 操

ノーリフティング協力事業所として活動
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本題・ボディ

※ 発赤等を含む

HUG（リフト）使用

【成果1】 腰痛離職ゼロ・ケア品質の劇的向上

入浴場：特浴

（2017年以降継続）
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【成果2】 「辞めない職場」への進化と男性育休の定義

※ 新卒採用活動（前2008～2016）４名⇒（後2017～2026年度）入職者数 １４名
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【成果3】「指示待ち」から「自走するチーム」へ 進行形

実習指導者

排泄マイスター

新人教育担当

スマート介護士

リフトリーダー

ノーリフトケア
コーディネーター
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3つの柱のシナジー効果 ： 正の循環モデル

ロボット・ICTで疲労軽減。
新しい取り組みへの意欲が湧く。

柔軟な働き方で離職減。
ベテランが技術を継承。

チーム制・分業化で無駄が
減る。コスト削減。
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多くの現場で聞こえてくる言葉は・・・。

♯協力事業所

ノーリフティングケアの重要性の理解は浸透しつつも、導入に踏み切れない理由として、多
くの施設が同じ課題を口にしています。

「時間がない」

「予算がない」
「人がいない」

これらは、導入を拒む「乗り越えるべき壁」なのか？
それとも、今のケアのあり方が限界に達していることを示す「危険信号」なのか？

だからこそ取り組むのが
『ノーリフティングケア』

持続可能な施設を目指すために「整えるべき課題」
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「教える」ことはコストではなく、最強の投資である

“仕組みと役割の付与によって実現される組織の自走”
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クロージング

特別養護老人ホーム つわぶき荘 • 愛媛県西宇和郡伊方町湊浦861番地1 0894-38-0700
• tuwabuki4@ca.pikara.ne.jp （菊池）
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